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研究成果の概要（和文）：

銀行の要求払い預金契約における次の問題を考えた：『銀行は、取付の可能性を防ぎつつ、効率

的な預金契約を提供できるか』。本研究は、この問題に対して、肯定的な結論を導く理論モデル

を提示した。従来、銀行の要求払い預金契約は取付行動に対して脆弱であると指摘されてきた

が、本研究はその指摘は必ずしも正しいとは限らないことを示した。

研究成果の概要（英文）：
I consider the following problem: can banks offer a payment scheme for an efficient deposit
contract while preventing bank runs? The answer is yes. I provide a theoretical framework
in order to solve the problem. The literature has pointed out that banking systems based on
demand deposit contracts are fragile because the systems confront the fear of bankruptcy
due to bank runs. My research shows that such a claim is not always right.
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１．研究開始当初の背景
（１） 本研究は銀行取付（bank run）

に関する理論研究である。銀行
取付を主題にした研究は昔から
数多く行われているが、その嚆
矢 と な る 有 名 な 論 文 は
Diamond and Dybvig (1983,
Journal of Political Economy
91,401--419.)である。彼らが提
示したモデルは、現在に至るま
で、銀行預金制度と取付に関す
る研究の礎となっている。彼ら
のモデルに基づく研究のほとん
どは、銀行預金制度は『取付』
による破綻リスクを抱えている、
という結論を導いている。

（２） 私はこの風潮に反し、銀行の預
金支払いの方法を工夫すること
で、効率的な配分を達成しつつ、
銀行取付行動を未然に防ぐこと
ができる―すなわち誰も取付に
いかない―という肯定的な結果
を導く研究をしたいと考えた。

（３） Diamond--Dybvig モデルにお
ける銀行取付は、同時手番静学
ゲームにおける複数均衡問題と
いう、ゲーム理論の分野でよく
知られた問題に置き換えること
ができる。よって問題に対する
解決法として、『メカニズムデザ
イン』によるアプローチがある
ことが思いつく。私はこの手法
を用いて、上記（２）の研究を
行おうと思い至った。

２．研究の目的
（１） Diamond--Dybvig モデルにお

いて、効率的預金支払達成のた
めに、銀行の支払方法を改善で
きる余地があることを明らかに
する。

（２） 効率的預金支払達成に対する
『社会的選好』を持つ預金者の
存在を仮定する。銀行は、こう
した預金者の特性を巧みに利用
することで、上記（１）の改善
された支払方法のもとでは、取
付を防ぎ、かつ効率的配分を一
意的に達成できることを示す。

３．研究の方法
（１） 上記１（１）に挙げた Diamond

and Dybvig をはじめ、関連研究
論文を集め、それらの成果をま
とめた研究ノートを作成する。
これらは、のちに私の研究結果
と比較するために必要となる。

（２） 上記１（２）の問題に対して肯
定的結果を導くような数学モデ
ルを構築する。それらモデルは、
銀行預金制度と預金者の取付行
動の本質を記述するものでなく
てはならない。

（３） 学会やセミナーで得られた研究
成果を報告し、内容の改善に努
める。

４．研究成果
（１） 預金者の社会的選好を利用する

ことで、銀行の効率的預金契約
は一意的に履行できることを示
した。

① この研究で仮定した社会的選
好についてはじめに述べる。
銀行預金契約には、効率的な

結果と、『取付』による非効率
な結果があり、いずれかが実現
する。また、モデルでは、預金
者は一定の確率で資金需要者
となり、預金を全額下ろす必要
に迫られる。ここで効率的な結
果においては、資金需要者のみ
が満期前に預金を全額引き出
すという現象が観察される。一
方、非効率な結果においては、
全預金者が満期前に預金を全
額引き出す、という現象が観察
されるのである。

社会的選好を持つ人は、効率
的な結果を実現したいという
動機をもつと仮定する。そして、
もし自分が非資金需要者だと
わかったとき―すなわち今す
ぐに預金を引き出す必要がな
いとき―、資金需要者に紛れて
預金を引き出してしまうと、心
理的な負担（心理コスト）を感
じると仮定する。なぜなら引き
出し行為は、効率的結果の実現



と矛盾し、場合によっては『取
付』行動に加担したことを意味
するからである。

さらに、自分が引き出すより
も前に、誰か他の社会的選好を
持つ非資金需要者が預金を引
き出したと判断した場合には、
自分が預金を引き出すときに
感じる心理コストは小さくな
る、という性質を仮定する。す
なわち、本来は避けたい行為
（引き出し行為）であっても、
自分と同じような境遇にいる
誰かがその避けたい行為を行
ったなら、その行為に対する抵
抗感が薄れてしまうのである。

これは、有名な「割れ窓理論
（Broken Windows Theory）」を
基にした仮説である。割れ窓理
論は、人々の反社会的行為に対
する抵抗感は、類似の反社会的
行為を観察した後には薄れて
しまうと主張する理論である。
この仮説は、Keizer,
Lindenberg, Steg (2008,
Science 322, 1681--1685)によ
るフィールド実験において有
意に支持された。

本研究では、銀行は、預金者
のこうした社会的選好を利用
することで、取付を未然に防ぐ
ことができると主張する。

② 次に、銀行の預金支払いスキー
ムについて述べる。

Diamond—Dybvig モデルにお
いて銀行取付を防げない最大
の理由は、支払いスキームのま
ずさであると私は考える。この
欠点は、モデルの簡単化に起因
すると私は考えている。本研究
では、モデルをよりリッチにす
ることで、多様な支払いスキー
ムの考察を可能にした。

具体的に述べる。まず銀行は、
預金者の「全額引きだしたい」
という申し出を、満期前までの
ある一定期間は、毎日決まった
人数までしか受け付けない。受
け付けられなかった預金者は、
別の日に再び来てもらう。そし
て期間終了後ならいつでも確
実に申し出を受理する。すなわ
ち期間内の申し出が受理され
るかどうかは確率的に定まる。
これを便宜上「確率的割り当て
スキーム」とよぶ。確率的割り

当てスキームによって、銀行は
何人の預金者が資金需要者な
のか計算することができる。

③ 確率的割り当てスキームのも
とで、申し出受理の確率を十分
小さくとると、社会的選好を持
つ人は決して期間内に引き出
しを申し出ないことがわかる。
例えば初日に申し出たとしよ
う。このとき、申し出が受理さ
れる確率は低く、また自分より
前に引き出しに来た社会的選
好を持つ人がいなかった場合、
彼には心理的コストがかかる。
もし自分のほかに初日に社会
的選好を持つ非資金需要者が
引き出しに来ていると判断す
るなら、彼は例えば二日目に申
し出ることでコストを節約で
きる（申し出を受け入れられる
確率はどちらの日も同じであ
ることに注意）。この推論の繰
り返しで、社会的選好を持つ非
資金需要者は誰も期間内には
引き出しをしなくなると結論
付けることができる。
また、社会的選好を持たない

非資金需要者は、その期間内に
は社会的選好を持つ非資金需
要者は銀行に行かない、と推論
する。このとき銀行は、満期ま
で待てる人に対して、それ以前
に来ざる得ない資金需要者よ
りも、より魅力的な配分を提供
することができる。そして実際、
非資金需要者たちは満期まで
待てるため、彼らは皆、満期前
に銀行に行くことはない。

以上より、適切な預金支払い
スキームと社会的選好の利用
によって、銀行は取付を回避し
つつ、効率的な配分を達成する
ことが可能だということが示
された。理論的には、心理コス
トの大きさはいくらでも小さ
くてよく、社会的選好を持つ人
の数も、全預金者から見て無視
できるほど少なくてよいこと
を同時に示すことができる。

（２） 現実との整合性など
本研究は、理論研究である。

ゆえに、現実の側面をいくつか
抽象化したり、捨象したりして
いる。よって、このモデルから



得られる結論を現実的にどうと
らえればよいのか、解説する必
要があると思われる。

第一のメッセージは、取付を
防ぐために銀行は預金支払いを
工夫せよ、ということである。
預金者すべてに即時的に資金を
供給することは理想的だが、そ
れでつぶれてしまっては意味が
ない。即時的供給は余裕がある
時だけでよい。「確率的割り当て
スキーム」による支払いは、あ
る一定人数まで（すなわち余裕
がある時まで）は預金者の全額
引き出しを認めるが、それ以上
は認めない、という仕組みと等
価である。この制度は現実的に
も適用可能だし、実際なされて
いると思われる。

第二のメッセージは、平時に
おいて銀行制度は頑健である、
ということである。先行研究は、
銀行は潰れる可能性があると指
摘しているが、その理由につい
ては問うていない。実際、銀行
に問題がなければ、取付によっ
て銀行が破綻することは、少な
くとも現在のわが国では考えに
くい。本研究は、その理由を、
銀行預金の有益さを理解してい
る人々の社会的選好によって説
明している。

（３） 研究のもたらすインパクト
本研究の真新しい点は、銀行

預金制度の頑健性を、人々の社
会的選好によって説明したこと
である。

銀行預金制度の研究における
理論的貢献をのべる。銀行預金
支払い制度と取付に関する理論
研究においては、近年、銀行に
とって一人あたりの預金額が相
対的に重要であるケースに絞っ
て分析が進められている（Green
and Lin (2003, Journal of
Economic Theory 109, 1--23)な
ど）。そのケースでは、銀行取付
を防止することが可能であると
いう結論も導かれている。しか
しながら、オリジナルの
Diamond--Dybvig モデルの環境
で取付を防ぐ例は今まで出され
ていない。本研究は、その一番
初めの例である。

また本研究は、経済学におい
て最近重要視されている「行動

経済学」の観点からも興味深い
結果を得ている。伝統的な経済
学の立場では、「社会の中におけ
る人間」としての人のふるまい
には、ほとんど関心を持たれて
こなかった。しかし近年、『社会
的選好』というフレームワーク
のもと、主に利他的行動を対象
に研究が活発になされている。
本研究は、心理学の実験成果

を基にたてた行動仮説によって、
銀行取付の問題を理論的に解決
するモデルを提供している。こ
の行動仮説が、銀行預金引き出
しにおける意思決定問題におい
て、どの程度支持されるかを明
確に示すことができれば、本研
究の価値はさらに高まると私は
考えている。これは今後の研究
課題であろう。
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